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蝶 (アゲ ハチ ョ ッ 上 科 ) の 雌 成 占 が その 一 生 の 間 に 交 尾 す る 回 数 は 種 に よっ て 異な る が , 多く は 基本 的 に 1 回 で あ 
る と され て いる . 複数 回 の 交尾 が 常態 で も ある 例 と し て は , Battus plilenor, Papilio glaucus, ジョ オウ ツマ ダラ 
Danaus gilibpus, モン シロ チュ ョ ツ Pieris rapae (以上 Burns, 1968), オオ モン シロ チュ ツウ Pieris brassicae 
(LL.) (David & Gardiner, 1961), Colias philodice eurytheme Boisduval (Stern & Smith, 1960), モン シ 
ロ チ ョ ツ Pieris rapae crucivora Boisduval (鈴木 , 未 発 表 ) な ど が ある . し か し これ ら の 種 で も , 雌 は 一 般 に 羽 
化 後 短 時 日 の うち に 最初 の 交尾 を 済ま せる の が 普通 で あり , また David 鐘 Gardiner (前 出 ) が オオ モン シロ チョ 
ッ に つい て 明らか に し た よう に , 雌 は 最初 の 交尾 の あと 一 定期 間 は 再 交尾 を 行わ な い . この た め , 同種 の 雌雄 が 遭遇 
し て $ 交 尾 に 至る こと は 少な く , 通常 雌 が 交尾 を 回 避 す る . 既 交尾 雌 が 示す 交尾 回 避 行 動 は 雌雄 の 配偶 行動 と 同様 に 
種 に 固有 で あり , それ 自体 が 種 の 形質 と し て 重要 な ば か り で な く , 行動 の 進化 を 考え る 上 で も 注目 され て いる ( 小 
原 , 1964. 

本 報 で は ベニ シジミ Lycaena の 7gegs daimio Seitz に こつ いて 観察 され た 既 交尾 お よび 未 交尾 雌 が 示す 交尾 回 避 
行動 と 本 種 の 配偶 行動 の 比較 を 通じ て , 蝶 の 交尾 回 避 行 動 に 関す る 若干 の 考察 を 行っ た . 



































材料 お よび 方 法 


1. 配偶 行動 の 観察 

観察 は , 1974 年 6 一 7 月 , 1976 年 6 月 お よび 1977 年 6 月 一 7 月 に 福岡 市 東 区 箱崎 で 行っ た . 1974 年 に は 開花 中 の と 
メジ ョ オン Erigeron annuus (し L.) また は シロ ツメ クサ Trifolium repens 工 . の 群落 の ある 九州 大 学 構内 の 2 ケ 
所 の 草地 (Suzuki, 1976 参 照 ) で 観察 を 行い , 1976 年 と 1977 年 に は 開花 中 の オオ キン ケイ ギク Coreopsis lanceolata 
上 . お よび ヒメ ジョ オン の 群落 が 多数 存在 する 墓地 (Fig. 1) を 観察 場所 と し た . 行動 の 記録 に は 必要 に 応じ て テー 
プレ ュー ダー を 使用 し た . 

観察 の 対象 は 原則 と し て 野外 で 羽化 し た 個体 と し た . し か し , 雄 は 一 部 飼育 個体 を 用 い , 速 乾 性 イン ク で 翔 (に マー 
ク 後 放 飼 し て 観察 し た . マー ク の 存在 が 配偶 行動 に 影響 を 与え を な いこ と は 予備 実験 で 確認 し た . 放 飼 し た 雄 の うち, 
羽化 後 2 日 以内 の 個体 は , 雌 に 向かっ て 飛び た っ た あと 追 飛 し な いな と 配偶 行動 の 発現 が 弱い 傾向 が み ら れ た の で , 
それ ら に 関す る 記録 は 集計 か ら 除 外し た . 
2. 雌 の 既 交 尾 ・ 未 交尾 の 判定 

本 種 肉 の 交尾 の う (bursa copulatrix) に は 1 度 の 交尾 で 一 つの 精 包 が 雄 か ら 送 りこ まれ る が , 交尾 後日 数 を 経 
る に 従っ て 精 包 は 原形 を 失い , 交尾 の う 内 に は 淡 褐 色 一 褐色 の 薄 片 を 痕跡 的 に 残す だ け と な る . この た め , 精 包 の 有 
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無 に 基づく 既 交 尾 ・ 未 交尾 の 判定 は し ば し ば 
困難 で ある . し か し , 既 交 尾 雌 の 貯 精 の う 3 
(receptaculum seminis) は 精 包 の 内 容 物 
が そこ に 移動 し た あと 肥大 し , 未 交尾 肉 の そ 
れ に は み ら れ め ぬ 銀 色 の 光沢 を 有する よう に な 
る . そこ で, 1) 交尾 の う 内 に 精 包 が 存在 す 
る , 2) 受精 の う が 銀 色 の 光沢 を 有する , の 
少な く と も ぁ も ー つ を 満た す 個 体 を 既 交尾 と 判定 
し た . 


3. 雌 の 日 齢 と 交尾 率 の 関係 

幼虫 期 を スイ バ Rumex acetosa し . で 飼 
育 し た あと 暗黒 下 で 羽化 させ , 羽化 後 1 日 以 
内 に 雄 か ら 隔 離し た 未 交尾 雌 を 実験 に 用 い Fig. 1. 調査 地 の 一 部 
た . 雌 の 玩 に は 羽化 日 を 速 乾 性 イン ク で マー ク し , 実験 に 用 いる まで 室温 下 (平均 23C) で し ょ 糖 の 水深 液 を 与え を て 
飼育 し た . 実験 に 際 し て は , 雌 を 1 頭 ず つ オ オキ ン ケ イ ギ ク の 果実 に と ま ら せ て 見 張り 場 に いる 雄 の 前 方 に 差し 出し , 
雄 の 求愛 行動 を 引き 出し た . 最初 に 接近 し た 雄 と の 交尾 が 成立 し な か っ た 場合 は , 上 述 の 手順 を 繰り 返し , 雌 が 2 度 
と ゃ 交尾 を 回 避 し た 場合 を 交尾 不成立 と した. また , 雄 の 追 飛 を 受け た 雌 を 見 失い , 結果 を 確認 で き な か っ た 個体 は 
実験 数 に 加え な か っ た . 

















































































































結 果 


1. 配偶 行動 の 開始 

ベニ シジミ に お ける 雌雄 の 遭遇 は , 雄 が 吸 蜜 場所 ある い は その 近く を 見 張り 場 と し て 定 意 し , そこ に 雌 が 飛来 する 
こと に よっ て 生ずる . 同種 他 個体 へ の 接近 は 雄 だ けが 行う .、 し た が っ て , 本 種 の 配偶 行動 は 他 の 多く の 蝶 と 同様 に 雄 
に よっ て 開始 され る (Suzuki, 前 出 ). 

Table 1 に 示し た 通り , 雄 に 接近 され る 直前 に 雌 が 示し て いた 行動 は 飛翔 が 多く , と くに オオ キン ケイ ギク と ヒ 
メジ ュ ョ オン 群落 で は それ が 8522 以 上 を 占め た . これ は , 雄 が 飛翔 中 の 雌 に は 約 1 m 離 れ て いて $ 高 い 反 応 率 を 示す の 
と 対し , 静止 ・ 吸 蜜 中 の 雌 に 対す る 反応 率 は 低く し か る 雄 か ら 約 15em 以 内 に いる 雌 に 限ら れる た めで あろ 5 う . し か 
し , 他 の 群落 に 比べ て 頭 花 間 の 距離 が 著しく 短 か ふか っ た シロ ツメ クサ 群落 で は , 雌 の 吸 蜜 行動 が 雄 の 近く で 頻繁 に 生 
じ た た め , 雌 が 静止 ・ 吸 蜜 中 に 雄 に よっ て 接近 され た 割合 が 51.4 用 を 占め た . 

一 方 , 雌 に 接近 する 直前 に 雄 が 示し て いた 行動 は 静止 ・ 吸 蜜 が 多く , 雄 が 飛翔 中 に 雌 を 発見 し て 接近 し た 割合 は 小 
さか っ た (Table 2). また , 飛翔 中 に 雌 を 発見 し た 例 ゃ , その 多く は 別個 体 を 追 飛 し た あと の 飛翔 中 で あっ た . こ 
の 結果 は , 雄 が 探 雌 飛 六 に よっ て 雌 を 発見 する こと が 仮に ちあ っ た と し て も , きわ め て まれ で ある こと を 示し て いる . 


2. 交尾 不成立 に 終わ っ た 雌雄 間 の 行動 連 針 

配偶 行動 の 途中 か ら 別 個体 の 干渉 が 入っ た 例 , お よび 雄 が 別個 体 を 追 飛 し た た め に 配偶 行動 が 中 断 し た 例 を 除い 
て , 雄 が 雌 に 接近 し た の ちの 雌雄 間 の 行動 連鎖 を 164 例 観 察し た . この 164 例 中 , 雄 が 交尾 を 達成 し た 例 は 著しく 少 
な く , 161 例 (98.22) で は 雌 が 交尾 を 回 避 し た (Fig. 2-9). 交尾 を 回 避 し た 雌 の うち 52 頭 を 捕獲 し , 未 交尾 か 既 
交尾 か を 調べ た 結果 . 7 頭 (13.522) は 未 交 尾 で あり 45 頭 (86, 52) は 既 交 尾 で あっ た . 交尾 が 不成立 に 終わ っ た 両 
性 間 の 行動 連鎖 に は 後述 する 四 つ の タイ プ が み ら れ た が , 雌 が 未 交 尾 で ある か 既 交 尾 で ある か に 基づく 各 タ イプ の 出 
現 率 に は 差 が 認め られ な か っ た (Table 3). 

タイ ブフ la 

雄 に 接近 され た 飛翔 中 の 雌 は 短 距 離 科 ん だ ある 植物 葉 上 に 降り る . 雌 は 降り た 直後 か ら 麹 を 振動 させ つつ 歩行 する 
(以下 , この 行動 を ハバ タキ 歩行 と 呼ぶ ). 静止 また は 吸 密 中 に 雄 に よっ て 接近 され た 雌 は た だ ち に ハバ タキ 歩行 を 示 
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Table 1. 観 祭 地 別に みた 雄 に 接近 され る 直前 の 雌 の 行動 





観 祭 地 の 植 物 譜 芝 











OE オオ キン ケイ ギク ヒモ セ メ ジ ョ オン シロ ッ メ クチ テ 計 (の 

生ま 8 Ke 2 。 。。。 この 。 5 に 
静止 ・ 吸 密 14 3.1 6 (14.6) 97 (51.4) 57 (25.9) 
飛 翔 93 (86.9) 35 (85.4) 35 (48.6) 163 (74.1) 
計 107 Q00.0) 41 (100.0) 72 (100.0) 220 (100.0) 





Table 2. 観察 地 別に みた 雌 に 接近 する 直前 の 雄 の 行動 





観察 地 の 植物 群落 


















































雄 の 行 動 オオ キン ケイ ギク ヒメ ジョ オン シロ ッ メ タク サザ サ 計 (2%) 
還 ②) (の) ー (の) 
静 下 ・ 吸 密 87 (813) 26 (63.4) 39 (54.2) 152 (69.1) 
別個 体 の 追 飛 後 15 (14.0) 10 (24.4) 21 (29.2) 46 (20.9) 
飛 お 
SS22 の 5 (4 の 7 5 (12.2) 12 6.7) 22 (10.0) 
計 107 100.0) 41G0OO.0 _72 00.0) 220 00.0) _ 
Table 3. 交尾 が 不成立 に 終わ っ た 行動 連鎖 の メイ ブ 別 観察 例 数 
行動 連鎖 の メイズ 2 (の の) 
1 未 交 尾 ( 錠 ) 既 交尾 (%) 不明 (2%) 
i 4 57.1) 32 (11.1 81 (74.3) 117 (72.7) 
Tb 1 4.3) 8 7.8) 11 0.1 20 (12.2 
I 2 (28.6) RB 12 (11.0) 19 (11.8) 
I 0 (0.0) 0 (0.0) 5 (46) 5 (3.1) 


7 (100.0) 45 (100.0) 


109 (100.0) 











161 (100. 0) 
す . 雌 は へ バタ キネ 歩行 と よっ て 工 や 菜 を 伝い , 通常 下方 に 向かう . 雄 は 雌 の 近く に 降り る と た だ ち に 雌 に 向かっ て 事 
を 半 開 し , その 姿勢 を 保ち な が ら 雌 を 追っ て 歩行 する . 雌 が 茎 を 伝っ て 下る 際 に は 雄 の 反対 側 に まわ りつ つ 歩 行 する 
こと が 多く , その 暫 跡 は 通常 らせん を 描く . 雄 と の 距離 が 広がる と 雌 は 静止 する . し か し 雄 が 接近 する と , 時 に は 雄 
が 腹部 を まげ て 雌 に 接触 し た 後に , 再び ハバ タキ 歩行 ある い は 歩行 を 再開 し , 茂み の 中 を 歩き まわ る . 雄 は 追跡 途中 
で 雌 を 見 失う か , また は 自ら 追跡 を や め て 飛び 去る . 

タイ プ Ta に は 以下 の 変異 が み ら れ た . 上 典 の ハバ タキ 歩行 に お ける 歩行 速度 と 麺 の 振動 の 振幅 , お よび 雌 を 追っ て 
歩行 する 雄 の 左右 の 麹 が 成す 角度 は 個体 差 が 大 きか っ た . ほぼ すべ て の 雌 が 少な く と も ゃ 一度 ハ バタ キ 歩 行 を 発現 し た 
が , 歩行 を 伴わ な い 玩 の 振動 $ 肉 は し ば し ば 発現 し た . 雄 が 肉 の 追跡 を 止め た 段階 は さま ざま で あり , 雌 が 植物 上 に 
降り て ヘ バ タキ 歩行 を 間 始 し た 直後 に 止め た 例 か ら , 数 回 雌 に 追い つき 交尾 を 試み た 後に 止め た 例 ま で み ら れ た . 雌 
が 茂み を 抜け 出す まで 雄 が 追跡 を 持続 し た 場合 に は , 雌 が 短 距離 飛ん だ 後に タイ ア Ta を 反復 する か , 次 に の べ る タ 
イプ Tb ある い は タイ プ H に 移行 し た . 
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タイ アプ [Ib 

座 に 接近 され た 飛翔 中 の 雌 は 短 距 離 飛 ん だ あと 地面 に 降り る . 地面 に 降り た 雌 は ハバ タ キ 歩 行こ によって 直線 的 に 進 
む . 雄 は 雌 の 近く に 降り , 殖 を 半 開 し , その 姿勢 を 保っ た まま 雌 を 追跡 する が , し ば らく し て 追跡 を やめる. 

タイ プ Tb は , 追 飛 さ れ た 雌 が 植物 の ほとん ど は えて いな い 地 表 に 降り た 際 に 発現 し た . 雌 が ハバ タキ 歩行 に よっ 














て 交尾 を 回 避 す る 点 で タイ プ Ta と 類似 し て いる が , タイ プ Tb で は 前 者 と 異な り 雌 が 物陰 に 姿 を か くす 行動 を 伴わ 
な い . タイ ア Tb に は 以下 の 変異 が み ら れ た . 地面 に 降り た 後 雌 は すべ て 20 一 30cm 直線 的 に ハバ タキ 歩行 に よっ て 
進ん だ が , 5 例 で は その 後 約 90? 方 向 転換 し , さら に その うち 2 例 で は 雄 の 存在 する 方 向 に 進ん だ . 雄 の 追跡 が 長 時 
間 続 いた 2 例 で は , 雌 が ハバ タキ 歩行 の ほか に 10 一 40cm は ね る よ うに 飛ぶ 行動 を 繰返し 示し た . 

タイ プ 

雄 に 接近 され た 飛翔 中 また は 静止 中 の 雌 は 長 距 離 ( 約 7 m 以 上 ) を 急速 に 飛ぶ . 雄 は 肉 を 見 失わ ぬ 限 り , 雌 の すぐ 
後方 に つい て 追跡 する . 雌 は 通常 , 地上 1.5 一 4 m の 高 所 に と まる . その 後 は タイ プ Ta と 同一 の 経過 を と る 

タイ プ HI に 含め た 19 例 中 , 雄 が 飛翔 中 に 雌 を 見 失っ た と 判断 され た 例 が 5 例 あ り , うち 3 例 は 雄 に 接近 され た 雌 が 
速度 を は や め て 飛ん だ 直後 で あり , 他 の 2 例 は 雌 を 追 飛 中 に 雄 が 植物 に 衝突 し た 直後 で あっ た . 

タイ プア 由 

雄 に 接近 され た 吸 密 中 の 雌 は , 雌 を 半 開 し た 姿勢 また は ほぼ 閉じ た 姿勢 で 花 上 を 歩き まわ る . 雌 は 歩行 中 腹部 を 
10240° 上 げ て いる が , 90? 近く まで 上 げ る こと と は た ない. 雄 は 雌 と 同一 の 花 上 に 移っ た あと 玩 を 半 開 し , 雌 の あと に 
つい て 歩く . 雌 に 接触 で きる 位置 まで 近付い た 雄 は 腹部 を まげ て 交尾 を 試み る . 雄 の 追跡 が し ば らく 続い た あと は タ 
イプ Ta に 移行 する . 

タイ プ ブ ル の 観察 例 は 5 例 と きわ め て 少な か っ た . 雌 が ハバ タキ 歩行 を 開始 する 前 に 雄 が 追跡 を 中 止 し , 別 の 場所 に 
移っ た 例 数 は 2 例 で あっ た . 

3. 雌 の 交尾 回 避 行 動 

交尾 が 不成立 に 終わ っ た 行動 連鎖 に お いて , 雌 は お も に ハバ タキ 歩行 と 急速 な 飛 奈 (7 m<) の いずれ か , また は 
両者 の 組合 せ に よっ て 交尾 を 回 避 し た . Table 4 に 示し た 通り , この 2 種類 の 行動 それぞれ を 発現 し た 雌 の 比率 は 
未 交尾 雌 と 既 交尾 雌 の 間 で 差 が 認め られ ず , 両者 と も に ハバ タキ 歩行 の 発現 率 が きわ め て 高かっ た . 

スハ ヘ バ タキ 歩行 は 。 雌 が 雄 か ら 逃 避 す る と と も に 物理 的 に 雄 の 交尾 を 妨げ る 行動 と 考え られ る が , 雄 に 対し て 雌 の 追 
跡 を や め さ せ る 信号 刺激 と し て の 機能 を 有する 可能 性 ぉ 考え られ た . この 可能 性 を 検討 する た め に , 雄 に 接近 され た 
雌 が 初め て ハ へ バ タキ 歩行 を 発現 し た 直後 に 雄 が 示し た 行動 を 集計 し た (Table 5). その 結果 , 暴 の 追跡 を 中 止 し た 
雄 の 比率 は , 149 例 中 57 例 (38.222) と 少な く , ハバ タキ 歩行 が 信号 刺激 で ある 可能 性 は 否定 され た . 
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4. 交尾 が 成立 し た 雌雄 間 の 行動 連鎖 
自然 個体 群 に つい て 観察 され た 3 例 の 交尾 に 至る 行動 連鎖 お よび 交尾 様式 は 以下 の 通り で あっ た (Fig. 10 一 13 参 
照 ). 








Table 4. 交尾 が 不成立 に 終っ た 行動 連鎖 に お いて 各行 動 を 発現 し た 雌 の 頻度 








生 動 。 本 FSS 計 
未 交 尾 既 交 必 不 明 
ヘ バ タキ 歩行 6 (85.7) 41 (91.1) 102 (93.6) 149 (92.5) 
急速 な 飛翔 (7m マ ) 2 (29.6) 8 (17.8) 15 (3.8) 25 (15.5) 
行 連 負 の 失 人 7 45 109 161 


( ) 内 は 行動 氏 の 観 全数 に 対す る 行先 現 台数 の 100 分 率 
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Fig. 2-3. 雌 の 飛来 を 待ち うけ る ベニ シジミ 雄 





Fig. 4-7. ハバ タキ 歩行 ある い は 歩行 に よっ て 交尾 を 回 避 す る ベニ シジミ 肉 ( 下 ま た は 若 の 個体 が 雌 ) 


Fig. 8. 花 上 を 歩き まわ っ て 交尾 を 回 避 す る ベニ シジミ 雌 (上 の 個体 が 睦 ) 












Fig. 9. 腹部 を まげ て 交尾 を 試み る ベニ シジミ 雄 (上 の 個体 が 


t 
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Table 5. 睦 が 最初 の ハバ タキ 歩行 を 開始 し た 直後 に 雄 が 示し た 行動 


雌 の 類 別 


雄 の 行動 計 
未 交 尾 既 交 尾 不 明 
雌 を 追 跡 4 25 63 92 
A 2 9 14 25 
雌 を 追跡 せ ず * B 1 | 3 6 19 16 | 35 23 | 57 
C | 4 5 9 
計 7 44 98 149 


A : 半 開 姿 勢 の まま 静止 , B : 半 開 姿 勢 の まま 体 の 向き を か える , C : た だ ち に 飛び 去る . 


例 1 : 雄 の 見 張り 場 の 近く に 飛来 し た 肉 は た だ ち に 雄 に 追 飛 され た . 雌 は 大 き な 弧 を 描い て 約 5 m 急 速 に 飛ん だ 後 
こ 地 上 60cm の 植物 葉 上 に 降り た . 雄 が 睦 の 後方 に と まり 移 を 半 開 す る と , 雌 は 葉 と 茎 を 伝っ て 地表 に 向かう ハバ タキ 
歩行 を 示し た . 雌 が 約 20em 下 っ て か ら 交 を 約 30? 開い て 静止 し た あと , 雄 が 雌 の 斜め 後方 か ら 腹部 先端 を 上 げ つ つま 
げ , 雌 の 後 門 の 間 に 差 し 入れ た . その 途 端 に 雌 は 前 麺 を 後半 の 間 に わ ず か に 引き 入れ た が , それ 以外 に 外見 上 の 反応 
を 示さ な か っ た . 雄 が 睦 の 後 郊 の 間 に 腫 部 を 入れ て か ら 23 秒 し て , 雄 は 雌 と 結合 し た 状態 で 雌 の 反対 方 向 を 向い た . 
この 時 点 を 交尾 成立 と みな す と , 雄 が 雌 を 追 飛 し は じ め て か ら 交 尾 成立 まで 1 分 2 秒 で あっ た . 交尾 が 成立 する ま 
で , 少な く と ふも 地上 で は 雄 の 触角 は 一 度 も 雌 に 触れ な か っ た . 雄 は 雌 と 反対 向き に な っ た あと , 律動 的 に 腹部 を 押し 
ドド げ 再び 元 に 戻す 動作 ( 1 周期 が 約 5 秒 ) を 約 5 分間 続け , その 間 中 後 下 を こす りあ わす 行動 を 持続 し た . 雌 は 結合 
し た あと し ば らく の 間 後 脚 で 雄 の 腹部 を 払い 落 そ を うと し た が 間もなく 中 止 し た . 雄 が 腹部 の 動き を や め た あと , 雌雄 
は 交 を 閉じ た 姿勢 ある い は 半 開 し た 姿勢 で 交尾 を 持続 し た . 交尾 は 28 分 10 秒 続き , 雌雄 と も わずか に 烈 を 開い た あと , 
雄 が 腹部 を 少し 上 げ て 前 方 に 歩行 し て 雌 か ら 離 れ た . 
例 2 : ヒメ ジョ オン 花 上 で 吸 蜜 中 の 雌 に 雄 が 接近 し , 同一 の 花 上 に と まっ て 玩 を 半 開 し た . 雄 が と まる と 同時 に 雌 
は 20cm 下 方 の 葉 上 に 飛び 移り , 続い て ハバ タキ 歩行 に よっ て 下方 に 進ん だ . 雄 が 雌 を 追っ て 雌 の 近く に 降り る と , 雌 
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Fig. 10-11. 交尾 直後 に 腹部 を 律動 的 に 上 下さ せる ベニ シジミ 誕 
Fig. 12. 交尾 中 の ベニ シジミ ( 若 の 個体 が 雌 ) 
Fig. 13. 交尾 終了 直後 に 雌 〇 か ら 歩 み 去 る ベニ シジミ 雄 ( 左 の 個体 が 雄 ) 
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Table 6. 未 交 尾 雌 の 日 齢 別 交尾 率 

















0 1 2 3 4 
供 試 個体 数 15 15 15 15 11 
交 。 尾 数 0 2 4 9 7 





必 率 (2) 0.0 13.3 26.7 60.0 63.6 





は 急速 に 約 4 m 飛 び , 植物 葉 上 に 将 を 閉じ て 静止 し た . 雄 は 雌 を 人 道 飛 し た あと 雌 か ら 約 4 m 離 れ た 別 の 葉 上 に と まり , 
肉 に 向かっ て 玩 を 半 開 し た . この あと 数 秒 後 に 雄 は 雌 の 後方 に 飛び 移り , 静止 姿勢 を 続け る 雌 の 後 丈 の 間 に 腹部 先端 
を 差し 入れ , 11 秒 後に 肉 と 結合 し て 反対 向き に な っ た . 雄 が 肉 に 接近 し た あと 交尾 成立 まで 59 秒 で あっ た . 雄 は 交尾 
後 律動 的 な 腹部 の 動き を 1 分 25 秒 続け た が , 球 の こす りあ わせ は 行わ な か っ た . 雌 は 交尾 直後 に 2 一 3 回 後 脚 で 雄 の 
腹部 を 払い 落 そ うと 試み た . 交尾 持続 時 間 は 11 分 30 秒 と 短 か か っ た . 
例 3 : 雌 が 飛び た っ た 直後 に 雄 に よっ て 追 飛 され た だ た. 雌 は 追 飛 され る と た だ ち に 植物 葉 上 に 降り , 短 時 間 ハ バタ キ 
歩行 を 示し た あと 玩 を 閉じ て 下向き に 静止 し た . 雄 は 半 開 姿 勢 で 雌 の 後方 に 近づき 腹部 を まげ た . 雄 の 腹部 先端 が 雌 
の 後 郊 に 触れ た 直後 , 典 は 5 cm ハバ タキ 歩行 を し , 続い て 10cm 郊 を 閉じ て 歩行 し て 下向き に 静止 し た . 雄 は 雌 に 追い 
つい た あと 用 部 を まげ て 雌 の 後 郊 の 間 に 差 し 入れ た . この 状態 が 約 2 分 続い た 後に 雌 は 交尾 が 成立 し な いま まま 歩行 を 
開始 し た . 以後 , 典 は ハバ タキ 歩行 また は 歩行 を 繰り 返し , 2 度 短 距離 ( 約 30m と 50em) 飛ん だ 後に 球 を わずか に 開 
いて 静止 し た . 続い て 雄 が 雌 の 後 政 の 間 に 腹 部 を 入れ , 53 秒 後に 交尾 が 成立 し て 雌 と 反対 向き に な っ た . 交尾 直後 の 
雌雄 の 行動 は 観察 し な か っ た . 雄 が 雌 に 接近 し て か ら 交 尾 成立 まで 6 分 54 秒 , 交尾 持続 時 間 は 16 分 18 秒 で あっ た . 
以上 の 3 例 の 行動 連鎖 は , 最終 的 に 肉 が 静止 姿勢 を 持続 し て 交尾 を 受け 入れ た 点 を 除け ば , 先 に 述べ た 交尾 が 不 成 
立た 終わ っ た 行動 連鎖 タイ アプ la と 同一 で あっ た . な お . 交尾 を 終了 し た 雌 は 3 頭 と も 採集 し , いずれ も 正常 な 大 き 
さ の 精 包 が 交尾 の うに 形成 され て いる こと を 確認 し た . 
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5. 雌 の 日 齢 と 交尾 率 と の 関係 

皮 交 尾 黄 ば か り で な く 未 交尾 凌 $ も 交尾 を 回 避 し た 事実 か ら , 本 種 の 雌 は 羽化 後 の 時間 経 過 こ に 伴っ て 交尾 し や すさ が 
変化 し , 羽化 後 一 定期 間 は 交尾 を し な い 可 能 性 が 考え を られ た . この 可能 性 を 検証 する た め , 飼育 し て 得 た 未 交尾 雌 を 
用 いて 羽化 後 の 日 内 と 交尾 率 と の 関係 を 実験 し た . 

実験 結果 は Table 6 の 通り で あっ た . 10022 の 交尾 率 は どの 日 齢 の 雌 に お いて $ を 達成 され な か っ た が , 日 齢 3 日 
お よび 4 日 で は 60% 以 上 で あっ た の に 対し , 日 齢 0 C2 日 で は 著しく 低く , 特に 日 齢 0 日 で は 全く 交尾 が 成立 し な か 
っ た . この 結果 だ け で は 速 断 で き な い が , 実験 結果 は 先 に 述べ た 可能 性 が 存在 する こと を 強く 示唆 し て いる . 

この 実験 の 際 に 観察 され た 雌雄 間 の 行動 連鎖 は , 交尾 が 成立 し た 場合 も 成立 し な か っ た 場合 も と も に 自然 個体 群 に 
お いて 観察 され た 結果 と ほぼ 同様 で も あっ た が , 次 に 述べ る 相違 点 が み ら れ た . 日 齢 1 日 お よび 2 日 の 雌 の うち も 各 1 頭 
は , 接近 し た 雄 に 対し 外見 上 何ら 反応 を 示さ ず に 交尾 を 受け 入れ た . また , 日 齢 0 日 の 雌 の うち 殖 の か た まり きっ て 
いな か っ た 5 頭 は , いずれ も 歩行 と 落下 に よっ て 交尾 を 回 避 し た . 

















考 察 
以上 の 結果 より , ベニ シジミ に お いて は 既 交 尾 典 に 限ら ちず 未 交尾 肉 る 交尾 を 回 避 す る こと が 明らか で あり , 未 交 尾 


雌 で 観察 され た 頻繁 な 交尾 回 避 は , 雌 が 一 定 の 日 齢 に 達する まで 交尾 を 受け 入れ な いた めで ある こと が 示唆 され た . 
また , 本 種 に お いて は 未 交 尾 肉 と 現 交 尾 肉 が きわ め て 類似 し た 行動 に よっ て 交尾 を 回 避 す る こと , その 行動 は 雌 が 最 
終 的 に 交尾 を 受け 入れ る 場合 に ぁ 発 現す る こと が 示さ れ た . 以下 で は , 本 種 に つい て 得 ら れ た 結果 を ふま えて , 蝶 の 
交尾 回 避 行 動 に 関す る 若干 の 考察 を 試み た い . 
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蝶 の 既 交 尾 雌 が 示す 交尾 回 避 行 動 に つい て は 断片 的 な 観察 記録 を 含め る と すでに 多く の 報 文 が あり , 日 本 産 の 種 に 
関し て は 江島 ・ 里 山 (1974) に よっ て 多数 の 記録 が まとめ られ て いる . タテ ハモ ドキ Precis almana L. ( 関 , 1971) 
や ベニ シジミ (本 研究 ) で み ら れ る よ うに, 既 交 尾 雌 が 発現 する 交尾 回 避 行 動 は , 同一 種 内 で も 雌 に 対す る 雄 の 接近 
が 起こ っ た 場所 や 雄 が 接近 する 直前 に 肉 が 示し て いた 行動 な ど に よっ て 多様 と な る . し か し , 各種 毎 に 最も 頻出 する 
定式 化し た 行動 様式 が 認め られ , その 様式 は 同属 の 種 閥 で は 共通 し て いる こと が 多い ば か り で な く , 類 級 の は な れ た 
科 を 異 に する 種 の 間 で ゃ 類似 し て いる 例 が み ら れ る (福田 , 1968). 特に 多く の 種 に 共通 し て み ら れ る 交尾 回 避 は , 
1) 麺 の 開閉 また は 振動 , 2) 腹部 の 持続 的 また は 一 時 的 持ち 上 げ , 3) ほぼ 垂直 に 上 空 へ の 舞い 上 が り , の いずれ か 
ある い は それ ら の 組合 せ に よっ て 行わ れる . 

上 記 の 三 つ の 行動 様式 は 既 交尾 雌 が 示す ば か り で な く , 未 交尾 雌 が 交尾 前 ある い は 交尾 を 回 避 す る 際 に 発現 する 行 
動 様 式 と し て ゎぁ 知 られ て いる . ドク チョ ウッ 亜 科 に 属す 7 種 の 配偶 行動 を 比較 し た Crane (1957) は , 7 種 す べ て の 
未 交尾 肉 が 麺 を 閉じ て 交尾 を 受け 入れ る 前 に 1) と 2) を 示す こと を 明らか に し て いる . 
また Brower et al. (1965) に よれ ば , ジョ オウ マダ ラ Danaus 2g7.7 の の ZS berenice (Cramer) の 未 交尾 上 肉 の 
交尾 回 避 は , 1), 2), 3) の 組合 せ に よっ て 達成 され る . さら に , Colias philodice eurytheme Boisduval (Stern 
& Smith, 前 出 ) で は , 未 交尾 雌 が 既 交 尾上 肉 と 同じ 1) を 示す . 日 本 産 の モン シロ チョ ッ 属 4 種 $, 既 交尾 雌 の 交 
尾 拒 否 姿 勢 た に 類似 し た 1), 2) を 示す こと が ある (Suzuki ら ,1977). ベニ シジミ に お いて も 1) を 伴う ハバ タキ 歩 
行 を 未 交 尾上 肉 が 示す こと は 先 に 述べ た と お り で ある . 

以上 の 例 か ら 明 ら か な よう に , 未 交 尾 雌 が 示す 交尾 直前 の 静止 姿勢 を 除く 交尾 前 行動 と , 既 交 尾 雌 の 交尾 回 避 行 動 
と は 著しく 類似 し て お り , 前 者 も ぁ 物 理 的 に 即 の 交尾 を 妨げ る 点 で 後者 と 同じ 効果 を 有する . 従来 , 同種 雄 の 求愛 に 対 
し て 未 交 尾 雌 が 発現 する 行動 を 交尾 前 行動 と し , 既 交 尾 雌 が 発現 する 行動 を 交尾 回 避 行 動 (交尾 拒否 行動 , 求愛 拒否 
行動 ) と し て 両者 を 明確 に 区 別 する 傾向 が 強かっ た . し か し , この 区 別 は 両者 が 様式 に お いて 類似 し て お り 機 能 $ 同 
一 と 考え られ る 限り 不 必要 で あり , し ば し ば 不都合 を 生ずる . 例え ば , オオ モン シロ チョ ウ (David & Gardiner, 
前 出 ) や ベニ シジミ の よう に , 羽化 後 一 定期 間 雌 が ほとん ど と 交尾 し な い 種 で は , 未 交尾 雌 が 雄 の 求愛 に 対し て 発現 す 
る 行動 を すべ て 交尾 前 行動 と し て 扱う こと は 不適 当 で ある . また , モン シロ チョ ウッ の よう に 雌 の 再 交尾 が 常態 で ある 
種 (前 述 ) で は , 既 交 尾 雌 が 交 尾 回 避 行 動 を 示し た あと で 交尾 を 受け 入れ る 場合 が ある (鈴木 ・ 未 発表 ). し た が っ 
て , 雌 が 雄 に よっ て | なだめ.| られ る 前 に 発現 する 行動 を 広く 交尾 回 避 行 動 と みな し た 方 が 合理 的 で あろ う . 

この よ 5 に 交尾 回 避 行 動 を 広義 に 定義 し た 場合 , その 機能 と し て 少な く と も 二 つ , 雌 に よる 交尾 対象 の 選択 と 不 必 
要 な 交尾 の 回 避 と が 考え られ る . この ほか に , ベニ シジミ に お いて は 羽化 後 一 定期 間 交尾 を 回 避 す る と い 5 機能 の 存 
在 が 考え られ る が , その 生物 学 的 意味 は 不明 で ある . 

すでに 述べ た よう に , ベニ シジミ 雌 の ハバ タキ 歩行 は , 最終 的 に 雌 が 交尾 を 受け 入れ る か 否 か に か か わり な く 発 現 
する 交尾 回 避 行 動 で も る . この 事実 は , ハバ タキ 歩行 が 雄 に 求愛 行動 を 中 止 させ る 視覚 的 な 信号 刺激 で ある 可能 性 が 
低い こと を 示唆 し て いる . 最初 に バタ キ 歩 行 を 示し た 雌 に 対す る 雄 の 反応 を 調べ た 結果 (Table 5) か ら も 否定 的 
な 結論 が 得 ら れ た . モン シロ チョ ウッ に お いて は 既 交尾 暴 と 未 交尾 雌 の 間 で 交尾 拒否 姿勢 (倒立 反応 ) を 発現 する 割合 
が 著しく 異な り , 未 交尾 雌 が それ を 発現 する こと は 稀 で ある (Suzuki ら , 前 出 ) が , 本 種 に お いて も 交尾 拒否 姿勢 
が 信号 刺激 で ある 可能 性 は 否定 され て いる (小原 , 前 出 ). 既 交尾 雌 の 不 必要 な 交 志 回避 は , 交 宇 回避 行 動 の 主要 な 
機能 の 一 つと 考え られ る が . これ まで 既 交 尾 雌 の 交尾 回 避 行 動 に 物理 的 交 星 纏 害 以外 に 信号 午 激 と し て の 機能 が 明瞭 
に 認め られ た 例 は 知ら れ て いな い . 既 交 尾 雌 の 交尾 回 避 行 動 は 未 交 尾上 肉 の それ に 比べ より 顕 苦 で ある 傾向 は 一 般 に 認 
め ら れる . し か し , 同一 種 内 で は 両者 が 類似 し て いる 種 が 多い 点 か ら み て , 蝶 に お いて は 既 交尾 雌 の 交尾 回 避 行 動 が 
信号 刺激 に まで 発達 し て いる 可能 性 は 低い と 考え られ る . 
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摘 要 





1. 自然 条件 下 に お ける ベニ シジミ Lycaena phlaeas daimio Seitz の 配偶 行動 を , 福岡 市 に お いて 1974 一 1977 
年 の 6・7 月 に 観察 し た . 

2. 配偶 行動 は , 通常 見 張り 場 で 静止 また は 吸 蜜 中 の 雄 が 飛翔 中 の 雌 に 接近 する こと で 開始 され た . 

3. 雄 が 雌 に 接近 し て も 交尾 が 成立 し た 例 は きわ め て 少な か っ た . 交尾 不成立 に 終わ っ た 両性 間 の 行動 連鎖 は 四 つ 
の タイ プ に 類型 化 さ れ た が , 雌 が 未 交尾 か 既 交尾 で ある か に 基づく 各 タ イプ の 出現 率 に は 差 が 認め られ な か っ た . 

4. 雌 が 発現 し た 交尾 回 避 行 動 は 主 に ハバ タキ 歩行 ( 将 の 振動 を 伴う 歩行) と 急速 な 飛翔 で あり , 未 交尾 雌 $ 既 交 
尾 肉 も 前 者 を 高い 頻度 で 発現 し た . ハバ タキ 歩行 が 雄 に 対し 雌 の 追跡 を や め さ せ る 信号 刺激 で ある 可能 性 は 否定 され 
た 

5. 交 選 が 成立 し た 3 例 の 行動 連鎖 を 記載 し た . この 3 例 に お いて , 雌 は いずれ も ハバ タキ 歩行 を 発現 し た 後に 交 
尾 を 受け 入れ た . 雄 は 雌 に 対し 贅 を 半 開 し た 姿勢 で 追跡 する 以外 に 求愛 の 許 示 行動 を 示さ な か っ た . 

6. 種々 の 日 齢 の 未 交尾 雌 を 雄 に 近づけ て 交尾 成立 率 を 調べ た 結果 , 日 齢 0 一 2 日 の 商 は ほとん と 交尾 し な か っ た 
が , 日 齢 3 ・4 日 の 雌 は 60 以 上 が 交尾 し た . 

7. 雌 の 交 必 前 行動 と 未 交 尾上 帳 お よび 既 交尾 雌 が 示す 交尾 回 避 行 動 が 多く の 種 で 類似 し て いる こと を 指摘 し , 交尾 
回 避 行 動 が 信号 刺激 に 発達 し て いる 可能 性 が 低い こと を 考察 し た . 
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Summary 


Observations on sexual behaviour of the small copper, Lycaena philaeas daimio Seitz were 
performed at Fukuoka in June and July from 1974 to 1977. 

The mating behaviour was initiated with approaching to females in flight by males which left 
off resting or feeding. The males, however, usually failed in successful mating because the 
females exhibited some mate-avoiding behaviour. The main types of the mate-avoiding behaviour 
were "fluttering-walk” (walking accompanied with fluttering wings) and rapid flying-away, the 
former being exhibited most frequently not only by impregnated females but virgin ones. The 
fluttering-walk seemed to have no function as a sign-stimulus to prevent males from copulation 
but a merely mechanical effect. 

It was only three cases out of 164 occasions observed that males successfully copulated with 
females. These females exhibited fluttering-walk before they became receptive attitude, and then 
the males copulated without any specialized courtship display except for the pursuit of females 
with wings half-opened. When virgin females reared in laboratory were presented in front of 
perching males, females less than three days old avoided copulation more frequently than those 
three or four days old. 

The similarity between pre-mating behaviour and mate-avoiding behaviour in butterflies was 
pointed out, and a breaf discussion was presented, i. e., it was probably impossible that the 
mate-avoiding behaviour could have evolved as a sign-stimulus. 
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